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）

( 単位： 千円)

＜事業に関する 説明＞

   ま た、 遊休農地を解消し 、 食料の生産基盤である 農地の減少防止  の水田整備に補助する 。

  を図る 。  ・ 遊休農地解消に向けて、 遊休農地の復元整備に補助する 。

   

 ス テムが実施さ れており ま すが、 米価下落が進んでおり 、 水田営農  る 米価下落を阻止する ため、 水田農産物の販売戦略が重要と なる 。  ・ 担い手強化に向けて、 水田農業経営規模拡大に伴う 労働時間の拡

 の継続が困難になっている 。   こ のビジョ ンの充実し た販売戦略を支援し 、 水田農産物の価値向  大を抑制する ため、 農業機械の整備・ 導入に補助する 。

  上を図り 、 活気のある 水田営農を目指す。  ・ 農作業効率化に向けて、 畦を取り 除き 農作業効率の向上を図る ため

   

（ 事業実施上の問題点） （ 前年度から の見直し 点） （ 見積についての特記事項）

  行政主導から 農業者・ 農業者団体が主導と なる 新たな受給調整シ   佐倉市地域水田農業ビジョ ンでは、 水田営農での深刻な問題と な   佐倉市地域水田農業ビジョ ンの実現に向けた取組の充実を図る 。

  こ のビジョ ンの実現に向けて、 作物販売戦略、 水田の利活用、 担   

 い手の育成など 、 生産対策及び経営対策を一体的に実施する ため、   

 各農業者へ補助金の交付を行う 。   

  農業者・ 農業者団体が主体と なり 、 地域農業の特性・ 作物振興及   佐倉市地域水田農業ビジョ ンの達成を目的と し ま す。   農業者・ 農業者団体が目指す佐倉市地域水田農業ビジョ ンの推進

 び水田利用の将来方向・ 担い手の明確化と 育成方向など を定め佐倉   が図ら れる 。

 市地域水田農業ビジョ ンを作成し ており ま す。   

 促進し ま す。

 （ 事業実施に関する 根拠法令）

  主要食糧の需給及び価格の安定に関する 法律第2条・ 第3条の2

 佐倉市水田農業構造改革事業補助金交付要綱

（ 事業の説明） （ 事業の目的） （ 事業の効果）

 営対策を一体的に実施する 中に生産調整を取り 入れた、 構造改革を 18, 500 18, 500 18, 500 18, 500 18, 500 

実
施
計
画
の
内
容

（ 実施計画における 事業の概要） 施　 　 策  創造性と 活力にみちたま ちづく り ／農業の活性化と 農村環境の保全さ れたま ちづく り ／「 地域水田農業ビジョ ン」 の実現に向けた取り 組みを支援し ま す。

 【 水田農業ビジョ ン推進事業に関する 業務】 施策体系ｺ ﾄーﾞ 04-01-01-20-10 事業番号 122-1

 地域農業の関係者が一体と なり 地域水田農業ビジョ ンに基づき 、 総事業費 92, 500千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 作物販売戦略、 水田の利活用、 担い手の育成等々、 生産対策及び経
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